
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

【直近の景況感を示すDI】　※DI(景況判断指数：Diffusion Index の略)＝（良い割合）－（悪い割合）

2026年
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

▲ 4.3 7.9 5.3 ▲ 13.2 ▲ 1.9 ▲ 3.7 ▲ 6.8 1.0 12.6 15.5 4.1 ▲ 3.6 ▲ 8.1 ⇘
▲ 12.0 ▲ 5.3 ▲ 3.5 ▲ 8.8 ▲ 12.0 ▲ 2.8 ▲ 4.9 ▲ 6.7 4.9 ▲ 6.2 ▲ 13.2 ▲ 17.0 ▲ 21.6 ⇘
▲ 9.4 ▲ 9.7 ▲ 3.5 ▲ 8.8 ▲ 6.5 ▲ 8.4 ▲ 11.7 ▲ 4.8 ▲ 1.9 ▲ 7.8 ▲ 14.1 ▲ 22.3 ▲ 18.9 ⇗
▲ 74.4 ▲ 64.0 ▲ 69.3 ▲ 66.7 ▲ 69.4 ▲ 66.8 ▲ 62.6 ▲ 72.6 ▲ 74.8 ▲ 83.0 ▲ 85.1 ▲ 76.3 ▲ 79.3 ⇘

　* 23.9 25.4 19.3 27.2 25.0 27.1 31.1 27.9 32.0 28.7 19.0 21.4 26.1 ⇘

・前月比でプラス幅が増加（悪化）したDI値：従業員＋4.7ポイント（人手不足感が強まった）

【向こう３か月間の先行き見通しを示すDI】
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※本コメントは、調査結果の一部を編集・要約したものです。内容の趣旨を損なわない範囲で表現の調整を行っています。

 　 19.0▲ 10.7

▲ 10.8

燃料価格の高騰や人手不足に加え、仕事量も減少しており、厳しい状況が続くとみられる。

地政学リスクの終結に向けた動きもみられるが、原材料や燃料価格の高騰は続くとみられ、先行きは
依然不透明である。物価上昇による人件費の増加に加え、人材確保も年々厳しさを増している。

建
設
業

港湾工事

・前月比で見通しが改善したDI値：売上＋16.1ポイント、採算＋14.2ポイント、業況+10.6ポイント、仕入単価+2.1ポイント

土木建築
ナフサ由来の資材不足について、足元では深刻な影響は感じられないものの、現状が長期化すれば事
業主・請負企業ともに影響が出るとみられる。

採　　算

仕入単価

従 業 員

 　 19.6

▲ 12.6  　 27.9

・前月比でマイナス幅が減少（改善）したDI値：業況＋3.4ポイント

仕入単価

▲ 9.8

 　 6.3

　　新潟商工会議所会員サービス課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※従業員＝（不足）－（過剰）

2026年

直近の景況感は悪化続くも、
先行きは売上・採算・業況が改善の見通し

▲ 69.4

売　　上

業況
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　直近の景況感を示すDI値では、「売上DI」が前月の▲3.6から▲8.1へ、「採算DI」が▲17.0か
ら▲21.6へ、「仕入単価DI」が▲76.3から▲79.3へマイナス幅が拡大した。「業況DI」は▲22.3
から▲18.9へとマイナス幅が縮小し、改善の動きがみられた。「従業員DI」は21.4から26.1へ上
昇し、人手不足感が強まった。
　向こう3か月間の先行き見通しでは、「売上DI」が▲9.8から6.3へプラス圏に転じ、「採算
DI」が▲25.0から▲10.8へ、「業況DI」が▲23.2から▲12.6へ大幅に改善した。「仕入単価DI」
も▲67.0から▲64.9へマイナス幅が縮小した。一方、「従業員DI」は19.6から27.9へ上昇し、人
手不足感がさらに強まる見通しにある。
　コメントでは、原材料や燃料価格の高騰が続くなか、先行きの不透明感を指摘する声が多くみ
られた。また、人手不足や人材確保の難しさを指摘する声も複数みられた。一方、天候に恵まれ
たことによる人流の増加やエアコン関連需要の好調など、需要面でプラスの動きを指摘する声も
あった。

【７月の概要】

2025年

ドライバーの人手不足が解消しないため、外部委託の割合が月を追うごとに増加しており、コストの
高止まりが継続している。
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ソフトウェア
半導体の不足による高騰の影響を受け、PCやサーバの価格が上昇しており、設備投資費用の増加が必
至であり、経費の圧迫が懸念される。

自動車

タクシー

ホームセンター
中東情勢による特需は紙類やラップ等については落ち着いてきたものの、建築資材では引き続き需要
が高い状況にある。エアコン2027年問題の認知度向上もあり、エアコン関連は好調に推移している。

天候が比較的穏やかで人流に恵まれた一方、円安の進行により燃料を含む輸入品の高止まりが続くこ
とが懸念される。

【 業 界 か ら 寄 せ ら れ た 主 な コ メ ン ト 】

早期景気観測調査　新潟商工会議所管内７月分

▲ 25.0
▲ 21.5

・前月比で見通しが悪化したDI値：従業員＋8.3ポイント（人手不足感が強まった）

・前月比でマイナス幅が増加（悪化）したDI値：売上▲4.5ポイント、採算▲4.6ポイント、仕入単価▲3.0ポイント

地政学リスクの影響により、オイルの入荷がストップし業務に支障が生じている。
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直近の景況感を示すDI値(前年同月比)
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建設業

物価高、人出不足等さまざまな課題があるが、工事量は多くできる範囲でこなしている。採算は確保できている。

業界をあげてアラート管理、対策グッズや入場時チェック、涼しい空間での休憩、熱中症対策は念入りに準備を進めてきている。ナフサ由来の資材

不足については、足元の現場での致命的な影響、日々刻々とした悪化は感じられないものの、現状が長期化するのは事業主、請負企業共に好ましく

ない。物流を含めた正しい情報が必要と考える。

燃料価格高騰、人手不足に加え、仕事量も減少し、今後暫く厳しい状況が続きそう。

製造業

地政学リスクには終結に向けた動きも見られるが、原材料・燃料価格の高騰は続くものとみられ、先行きは依然として不透明である。また、物価上

昇による実質賃金の低下や最低賃金引上げの動向から、人件費の増加が懸念される。加えて、高校生の求人倍率が4倍を超えるなど人材確保は年々

厳しさを増しており、採用面での不安が高まっている。

従業員数は不変であるが、できれば若い人がほしい。高卒求人も募集しましたが、朱鷺メッセの説明会は希望したがまたもれました。ひたすら高校

へ進路指導の先生へ訪問をしていますが、来年はユースエール認定を考えています。

小売業

メーカーからの定価の上昇と仕入れ価格の上昇とダブル攻撃で利益の確保が、厳しい所に経費増大でトリプルで厳しいのに給与から子育て、介護、

所得、住民と引かれるものが多すぎて実質的に手取り額が上がらない。

地政学リスクにより消費財特に、オイルの入荷がストップし業務に支障が出ている。

お中元ギフトは全国的に件数が減少傾向がある。

クリアランスセールは6月末よりスタートしボーナス需要を取り込む予定。

中東情勢による特需は、紙類やラップ等については落ち着いて参りました。しかし、建築資材においては以前需要の高い状況が続いております。エ

アコン2027年問題が報道でも取り上げられるようになったことで認知度があがり、なかなか気温が上がらない中、エアコン本体や取付依頼は好調に

推移しております。中東情勢や為替に注視してまいります。

サービス業

半導体の不足による高騰の影響を受け、PCやサーバの価格が上昇しており、設備投資費用の増加が必至であり、経費の圧迫が懸念される。

ドライバーの人手不足が解消しないため、外部委託の割合が月を追うごとに増加しており、コストの高止まりが継続している。

これから夏休みに向けてイベントも増えるので、ワークショップを開催予定。

お盆に向けてもお供え花の需要が増えるので講習会を予定している。

天候が比較的穏やかな状況で7月を迎えたことから、人流に恵まれたように思う。梅雨入りしたものの大雨にならないことを祈っている

円安が異常な数値を示しており、この先燃料を含む輸入品の高止まりが続くことが心配される

早期景気観測調査 新潟商工会議所管内 7月分 各業界からのコメント
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